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◆ プログラム◆

日本 語 ワー ドプロセッサの現状 と展望

師(敬 称略)

日本語ワー ドプロセッサの現状 と課題

(社)日本事務機械工業会次長

00日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの適用事例(1)

00(株)島 津製作 所東京支社総 務課長

O

nU

O

O

13:00日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの適 用事例(H)

14:00ソ ニー㈱ コン ピュー タ部長 安達 寛

00日 本語 ワー ドプ ロセッサの適 用事例(m)

00エ ーザイ㈱ オフ ィスマ ネジメン ト室

〈パネル ディスカ ッシ ョン>

OAツ ール と しての 日本語 ワー ドプロセッサ を考 え る

日本語 ワー ドプ ロセ ッサの導入に当っての 入力方式や機能 を含む機種選

定 の問題 や適 用業務,要 員などの現実的 な問題,さ らに将来の オフ ィスオ

ー トメー シ ョン構想 における日本語 ワー ドプ ロセ ッサの位置づ けなどにつ

いて討議 します。

コーデ ィネー タ 青 山学院大学経営学部教授 鵜沢 昌和

パ ネラー(五+音 順)ソ ニー㈱ コ ンピュー タ部長 安達 寛

エーザイ㈱ オフ ィスvli7ネジメ ン ト室 石黒 勝

(社)日 本事務機械工 業会次長 斉藤 彰夫

(株)島 津製作所東京支社総務 課長 桜井 茂男
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1日 本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッ サ の 現 状 と課 題

社団法人 日本事務機械工業会

次長 斉 藤 彰 夫

1.ワ ー ドプ ロ セ ッシ ン グ の沿 革

(1)デ ィ ジ タル技 術 の 進 展

② デー タ処 理 か ら情 報 処 理 へ

(3)欧 文 処 理 か ら日本 語処 理 へ

2.ワ ー ドプ ロ セ ッ シ ン グ の 諸 形 態

(1)汎 用 コ ン ピ ュ ー タ に よ る ワ ー ドプ ロ セ ッシ ン グ

(2)専 用 の ワ ー ドプ ロ セ ッ シ ン グ ・シ ス テ ム

3.欧 文 ワー ドプ ロ セ ッシ ング の教 訓

(1)日 本 人 が信 じて い る神 話 とは異 な る屈 折 した発 展 過程

② ス パ イ ラル型 の 拡 大

(3)WPコ ンサ ル タ ン ト業界 の拾 頭

4.ワ ー ドプ ロ セ ッ シ ン グ ・シ ス テ ム の 種 類

(1)電 子 タ イ プ ラ イ タ 型

② ス タ ン ドア ロ ン(デ ィス プ レ イ)型

(3)マ ル チ タ ー ミナ ル 型

5.ス タ ン ドア ロ ン 日本 語WPの 構 成

(1)選 択 の幅 が大 きい 入 出 力 装 置
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(2)入 力方 式 の分 類

一文 字盤 方 式

一か な(含 ロ ー マ字)漢 字 変 換 方 式

一連 想 コー ド方 式 ・

一そ の 他 ・

(3)出 力 プ リ ン タ の分 類

一 ドッ ト ・イ ンパ ク ト ・プ リ ンタ

ーイ ン ク ジ ェ ット ・プ リ ン タ

ー感 熱 プ リン タ

ー レ ーザ ー また はOFTプ リンタ

6.シ ス テ ム の多 様 化

(1)川 上 へ の 拡 大

一 〇CR入 カ

ー音 声入 力

② 処 理 シ ス テム の 拡 大

"一 デ ー タ処 理 ,グ ラ フ ィ ッ ク処 理 等 との ハ イ ブ リ ッ ド化

一大 容 量 記 憶 装 置 との組 み 合 わ せ

一テ レテ ックス標 準 に よ る電 子 メ イル 化

(3)川 下 へ の拡 大

一 イ ンテ リジ ェ ン ト ・コ ピア/プ リ ンタ との組 み 合 わ せ

一フ ァク シ ミリ との 組 み 合 わ せ

一写 植 機 な ど製 版 大 量 印 刷 装 置 との 組 み 合 わ せ

一マイ ク ロ フ ィル ム 装 置 との 組 み 合 わ せ

一光 デ ィス クな ど電 子 フ ァイル装 置 との組 み合 わせ
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7.今 後 の発 展

(1)中 期 的 に は'

一 テ レテ ックス標 準 を用 い たWPを 端 末 装 置 とす る電 子 メ ィル

ー フ ォー ム ・オ ーバ ー レイな どに よ る文 書 作 成機 能 の多 様 化

一社 内 印刷 能 力 の 向 上

一転 印 刷 工 業 の 自動 化

一 〇CRと の組 み 合 わ せ に よ る 日本 語 情 報 バ ンクへ の入 力装 置

② 長 期 的 に は

一 〇Aネ ットワ ー クに お け る個 人 ま た は部 課 単位 ワー ク ステ ー シ ョンへ

一 自動 検 索 可 能 な大 容 量 の 文 書 また は文 献 フ ァイル
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■ 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサの適 用 事例(1)

実 務 面 か ら見 た ワ ー ドプ ロ セ ッサの 検 討

株式会社 島津製作所

東京支社総務課長 桜 井 茂 男

1は ヒめ'に

(1)島 津 製作所の あ らまし

① 創 業 一1875年(明 治8年)・ 京都

②資本金 一109億 円 余

③ 売上高 一1,000億 円

④従 業員 一4,300名

一礫㌦
⑥ モッ トー 鵠科 学技術 に よって、 わが国科学技術 の向上に寄 与す る。情

(2)東 京 支社 にっ いて

①場 所 一新宿三井 ピル内 にあ って 当社営業 の本拠地

②従業 員一13の 部 で約420名(う ち女子70名)

・③顧 客一官公庁 ・学 校 ・研 究所 ・病院 ・会社 な ど

④事務機械

ゼ ロ ッ ク ス

テ レ ッ ク ス
●

フ ァクシ ミリ

ワー ドプ ロセ ッサ(英 文 ・和文)

オ フコ ン

自動車電 話



2ワ ー ドプ ロセ ッサ導入 にさい して

(1)動 機 にっいて

①昨 年春、国電の中 で広告 を見かけ た ときには"ほ ん と うかな"と い った 感 じが

強か ったが、業 者が相 前後 して来社 し、対 話 してい るうち に少 しずつ 興味が

っの ってい った。、

② しか し、最後 まで、島バ クチ"の 心境 であ った。

(2)機 種 選定

① 東芝の カナ漢字変 換方式か シャープの全文字配列 方式か

市場 に出回 って少 な くとも半年以上経過 した、性能の安定 した むの㎡中 か

ら選 ぶこ と とした。

②"再 見一 触に しかず"

こ れ まで経験 した こ との ない器械 であったの で、単 に人の話 とか カ タログ

とかに たよ らず、購 入決定権 者 自身が 直接 手 でふ れてみ るこ とに した.

(3)社 内の ムー ドづ くり

① 社内説明会 の開催

高価 で有能 な器械 も、十二分 に周知 されなけ れば、 宝の持 ち ぐさ れにな って

しま う。

② 取扱 い講習 会への 参加

メー カー主催の講 習会 に、社 内の アチコチか ら積極的 に参 加 させ てい くこ と

とした.

3導 入後の諸活用の実際

(1)所 管部署

①支社総務課に配置

②使用予定表で予約

(・2)活 用 の方向

① くり返 し利用 を要 す る文書に最適

②ゼ ロッ クス との取 合せで威力倍増
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(3)社 内 への普及努 力(ダ メ押 し)

① 利 用者対象のブ ラッ シュ ・アップ

②入社教育 のプ ログラム にも採用

③ キーマ ン増 強の努 力

(4)文 書作 成の具体例

①管理部 門関係 一一基 本契約書 ・代 理店名 簿 ・住所録 ・財形 加入者 名簿 ・従業

員名簿 ・賃 貸借契 約書 ・採用通知状 な ど.

・② 営業部 門関係 一一講 習会案内状 ・代 理店 サ ービス員名 簿 ・代理店 テ リ トリ表

標準仕 様書 ・価格 表 ・納入実績 ・提 案書 ・見積書 など。

(5)ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の問題 点

① 文字捜 しに時 間が かか る。

②作 表不向 き(タ テ線不 可)、 計算機能 な し

③ 記憶作業の 外注は 費用高

④他 機種 との交流不能
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4今 後の課題

(1)効 率 的運用

① フロッピー ・デ ィス クの共有 化

これ までの よ うに、 フロッ ピー ・デ ィス クを各部署で個 々に保 有 してい た

のでは ロスが生 ず るの で、 共有 化可能の もの を支社総務 課 に集 約 す る方 向

で準備 を進 めてい る。

② 市販文例築 な どの活 用

.文例集中 か ら当社 で採用の可 能性の ある もの を、 あらか ヒめ フ ロッピ ー ・

デ ィス クに覚 え込 ませ ておけば、相 当便利 になろ う.

(2)社 内 他事業所 との連携 プ レー

① フ ロッピー ・デ ィス クの相互 交換

同機種の ワー ドプ ロセッサは、現在、本社 工場 に1台 あ るが 、相互 に フ 回ッ

ピー ・デ ィス クを交換 しあ うこ とによ り、 より有効活用 がは かれ る。

② オンライ.ン化 に よる即時利 用

同機種の ワー ドプ ロセッサ相互 を、将 来、 ラインで結 べ るよ うに なれ ば、

フ 回ッピー ・デ ィス クの送 付 も不要 とな り、即時利用可能 とな る。

/
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皿 日本語 ワー ドプ ロセ ッサ の適 用 事例(1[[)

ソ ニ ー株式 会 社 コ ン ピ ュー ター 部

部 長 安 達 寛

当社における 日本語 ワー ドプロセ ッサの使用 はまだ緒についたばか りで あり,昭 和54年9月

に総務部門へ導 入 された東芝 「JW-10」 を筆頭に,富 士通 「OASYS100」,日 本 電気

rNWP-20」,シ ャープ 「書院 」,キ ャノ ン 「キャノワご ド」等各社の 日本 語 ワー ドプロセ

ッサが,本 社事務部門,工 場管理部門,開 発管理部門,情 報処理部門等の社 内各部門へ夫 々導

入 され使用 されている。 この うち,1機 種 で もっとも数多 く使われているのは コンピューター

部にお ける 「OASYSlOO」 の5組 であるが,こ れとて もまだまだ摸索 の段階を出ず,日 々

新たな用途がつ け加え られ 適用範囲が広が りつつあ るのが現状である。今回 はこの情報処理

部門における適用事例を中心に,日 本語 ワー ドプロセ ッサの使用の実態 について報告 したい。

1.情 報 処理部門への日本語 ワー ドプ ロセ ッサ導入の狙 い

当部へ 日本語 ワー ドプ ロセッサを導入 した最初 の狙 いは,将 来 ホス トコンピューター

とつないで漢字の入力機器 として役 立て たい,そ うすることによって 日本語情報処理 を

より使 い易 い便利 な ものに したいと言 う点 にあった。そこで 「OASYS100」 を1組

試験的に導入 し,筆 者 自身 キーボー ドに向 って,文 書作成か ら始まる日本語 ワー ドプ ロ

セ ッサ の各種機能を テス トしてみた。 その結 果,当 初 の狙いであった漢字の入力機器 と

しての用途 もさるこ となが ら,ワ ー ドプ ロセ ッサその ものとしても情報処理部門に とっ

て大いに役立つのではないか と考え るよ うになった。即ち,今 日の情報処理部門におけ

る最大 の悩 みはソフ トウェアの生産性 の低 さにあると言えるが,日 本語 ワー ドプロセッ

サをこの分 野で活用す ることに よって,生 産性の大幅 な向上が期待 し得 るのではなか ろ

うか と考え たのである。 、

当部では,シ ステム開発を行 う際に,コ ーデ ィングそのものは会話型 ター ミナルを用

いて,プ ログ ラマーが直接 コ ンピューターに記憶 させ,完 成 した時点で そのまま磁気 テ

ープに記録する方式 をとって いる
。従 って,こ の部分 の生産性 は比較的高い と言えるが・
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一方 それ と見合 うシステム仕様書 プ ログラム仕様書
,詳 細設計書等の類 は, ,シス テ

ムエ ンジニア自身が手 書 きで作成 しているために能率 も悪 く,又,字 の不鮮明 さや誤 り

のために全体 の生産性を落 としているのが実情である。 そこで,こ の部分に日本 語 ワー

ドプロセ ッサを導入すれば各種 ドキュメン ト類作成の能率が向上するのみな らず,で き

上 がった文書が読み易 く鮮 明になることによって,部 内或いは利用部門 との間の コミュ

ニケー ションが より完全 となり
㌧ ひいてはシステム開発全体の生産性を高めるのに大い

に寄与することとなる。

この ような考え方の もとに,現 在当部においては,日 本語 ワー ドプロセ ッサを ソフ ト

ウェアの生産性を高め るツールの1つ として位置付け,そ の効用 を最大限 に発揮 させ る..

べ く全員が努力中である。

2.情 報 処理部門におけ る日本語 ワー ドプ ロセ ッサの利用状況

現在 当部で使用 している日本語 ワー ドプロセ ッサは,

「OASYS100」16×16ド ッ ト3組

同24×24ド ッ ト2組

「NWP-20」1組

「キャノワー ド」1組

の合計7組 で あるが,こ の うちシステム開発のツールと して使用 しているのは 「OAS

YS100」 の5組 であ り,「NWP-20」 と 「キャノワー ド」はまだテス1使 用 中であ

る。

従 って,こ こでは 「OASYS100」 の利用状況につ いて述 べることとしたい。

「OASYSlOO」 の 「親指 シフ トキーボー ド」は従来のJISキ ー ボー ドとはキー

の配列が異 なってお り,又,打 鍵に際 しては一部を除き親指 シフ トキー との同時打鍵が

必要である。 そこで 「OASYS100」 を効率 よ く使いこなすためには,こ のキーボー

ドに習熟す ることが必須 の要件 となる。 当部においては,当 初2名 の若年女子社員を選

び練習を して もらった。約2週 間の練 習で一応 キー ボー ドの配列 にも慣れ,画 面操作 も

覚えることがで きた段 階で実務 に使わせ たところ,片 方 の女子社員が管理課に所属 して

いたこともあ って,契 約書,通 知 ・案内文,議 事録,名 簿,帳 簿類 と言 った修正 ・変更

の多 い文書類の作成 保存,管 理に重宝が られ威力を発揮 した。
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このよ うに充分実用 に耐え ることが判 ったので,さ らに15名 の女子社員を選び 「親指

シフ トキーボー ド」の練習を してもらう一方,「OASYS100」 の台数 も増や して,

本格的に取組む決心を したのが昨年末の ことであった。 その後 日本語 ワー ドプロセ ッサ

の使用者を,管 理者を含む男子社員に も拡 げ,又,今 年入社 した新入社員男女20名 全 員

に も練習を義務付 けて現在に至 ってい る。

日本語 ワー ドプ ロセ ッサの本格的な導入に踏み切 ってか ら10ヵ 月 が経過 したが,当 部

において作成 され る報告書類 はすべて 「OASYS100」 か ら出力 され るよ うになって

来てお り,又,シ ステム開発 の ドキュメン ト類 も新規 に作成 される ものについてはでき

るだけ 「OASYS100」 を用 いることで全員 のコンセ ンサスが得 られている。

しか しなが ら,130名 を超 える当部の全員が日本語 ワー ドプ ロセ ッサを使 いこなせる

ようになるのにはまだまだ時 間が必要であり,今 後 とも地道 な努力を続 けて行 きたいと

考えてい る。

以上述べた如 く,当 部 においては,ソ フ トウェアの生産性を向上 させ るためのツールとして,

日本語 ワー ドプロセ ッサの導入に踏み切 ったわけであるが,そ の過程 において必然的に,日 本

語 ワー ドプ ロセ ッサのオ フィスオー トメー ション的な側面 について も経験をすることになった。

又,当 部か ら配布 された文書 をみて,社 内関連部門か ら問 い合わせが来 たり,試 みに 日本語 ワ

ー ドプロセ ッサを使わせて欲 しい と言 う申 し入れを受けた りした ことも再三な らずである。そ

の結果,導 入に踏み切 った部門が幾つがあ り,導 入を検討 して いる部門 の数 も多い。今後 この

ような,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの社内における展開に対 して も,当 部 と して何等かの寄与が

で きればと考えてい る。
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IV日 本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ適 用 事 例(皿)

エ ーザ イ㈱ オ フ ィス ・マ ネ ジ メ ン ト室

石 黒 勝

1.会 社概要

業 種

年 商

資本金

従業員

医 薬 品 の製 造 販 売

約1,000億 円

44億9,600万 円

3,400名

2.オ フ ィス ・マ ネ ジ メ ン ト室 の役 割

全 社 オ フ ィス部 門 の業 務 内容 ・業 務 処 理 シス テ ム を見直 し,適 正 事務 人 員 の

設定 お よ び機 械 化 の推 進 に よ って効 率 化 を はか る。

効 率 化 の ツー ルの1つ と して,ワ ァクス,ワ ー ドプ ロ セ ッサ,パ ソ コ ン等

OA機 器 の導 入 を推 進 して い る。

3.導 入 して い る 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ

現 在,本 社 で東 芝JW-10モ デル2を2台 導 入 し使 用 して い る。

4.ワ ー ドプ ロセ ッサ 導 入 の経緯

。EDPの 大型 化 ・専 門 化 に よ る一 般 社 員 の コ ン ピ ュー タ ー ・ア レル ギ ー。

。数年 後 に は 確実 に 予 測 され る事 務 処 理 機械 化 へ の 対 応 。

一15一



(1)ワ ー ドプ ロセ ッサ導 入 に あた って

o機 種 の 選 定

何 の 文 書 に使 用 す るの か 。

誰 が 使 うの か 。

ど こに 設置 す るの か 。

メ リ ッ トを何 と比 較 す るか 。

全 文字 配列 か,カ ナ漢 字変 換 か 。

オ ペ レ ー タ ーは 。

大 きさ,音 の 問題 は 。

使 用 の指 導 ・統 制 は 。

055年2月 よ りテ ス ト的 に導 入 し,当 社 とし ての 活 用 方 法 お よ び機 器 の操 作

性 な どに つ い て,実 際の 業 務 に使 用 しな が ら確 認 を試 み た 。

② オペ レーターの養成

o当 初 は練習期間 を設定 。

・その 後 は使用経験者の伝達指導に よ り充分 に対応 で きる。

(3)社 内 文書 へ の 適 用

O社 内 稟 議 書,用 箋 類 へ の応 用 。

。個 人 フ ァイル(フ ロ ッピ ーデ ィス ク)に よ る文書 組 織 保 管 。

o社 内 略 号 の外 字 登 録 。

5.ワ ー ドプ ロセ ッサ の稼 動 状況

当 社 で は 勤 務 時 間 中 は,ほ ぼ100%近 い機 械 稼 動 率 とな って い る。

O予 約制 の 実 施

。 ワー ドプロ セ ッサ に よ る作 成 文書 例

一16一



現在 使 用 し て い る中 で主 な もの は 次 の とお りで あ る。

:㌶ ㌶ 簿}・ 書≡ 品の発送瓢

・銀行 コー ド ・振込先一覧表

・文書 目録

・フ ァイ リング目録

・登録 帳票一覧表

・各種 規定類

・業務 マニ ュアル

・決算報告書等対 外発表 文書

・品質 証明書 ,製 造 品質 規格書,仕 様書

・社内連絡 文書(会 議案 内等)

・起 案書,提 案書,定 期報告文書

6.今 後 の 展 開

o文 書 集 の 作 成 と文書 規 定 へ の 応用 。

Oス タ ッフ ワー クへ の 展 開 。

。ワ ー ドプ ロ セ ッサ を使 用 した 社 内連 絡 。

当社 で は本 社 に導 入 後,支 店等 か ら導 入 の 希 望 が 多 く,現 在,各 部 門 に お け

る ワー ドプ ロセ ッサの メ リ ット追 及 に つ い て検 討 して い る。

(事 務 印 刷 費 との 関 係,省 力化 との 関係)

7.ワ ー ドプロセ ッサー に関する開発希望

〇四則演算機 能の付加

・検索機能

o異 機種間 の文書伝達 機能

。プ リンタ ーの音 の問題,及 び機械の小型化 事務 室 内,で きれば机の
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Vパ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

ーOAツ ー ル と し て の 日 本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッサ を 考 え る 一

コー デ ィネ ー タ 青 山学 院 大学 経 営 学 部 教 授

パ ネ ラー ソ ニ ー㈱ コン ピ ュー タ部 長

〃 エ ーザ イ㈱ オ フ ィス マネ ジメ ン ト室

〃(社)日 本 事 務機 械 工 業 会 次 長

〃 ㈱ 島津 製 作 所 東 京支 社 総 務 課 長

和

寛

勝

夫

男

昌

彰

茂

沢

達

黒

藤

井

鵜

安

石

斉

桜

L
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資 料1.日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ仕 様(1)

SCW-4000 JW-10 ワ ー ド エ デ ィ タ ー TX620
型 式

(試 作) モ デ ル2
CT-2500

一200(試 作) (試 作)
WP-10D,20D

メ ー カ"一 谷村新興製作所 東京芝浦電気 アルプス電気 沖電気工業 リ コ ー 日本 ワー ドプ ロセ ッサ

カナ漢字変換 かな漢字変換 フルキ ー(多 段 シフ ト) 表示選択 2ス ト ロ ー ク ペ ン タ ッチ

入 力 方 式

文 字 数

コ ー'ド

4,609～8,192字 (JIS,50音 配 列)

6,802字

8,800字

JIS

3,304字

(漢 字2,965)

2,304字

JIS

(和 文 タ イ プ式三 角 編

号 法)

2,600～4,000字

JIS JIS第1 JIS

デ ィ ス プ レ イ 12イ ンチ 125×250mm 2デ ィ スプ レ イ 12イ ンチ

ド ッ ト 構 成

文 字 数

一 24×24

32字 ×14行

24×24

40字 ×20行

一

{
ワンライン文字 表 示

レ イア ウ ト表 示

28字 ×10行/

40字 ×20行

16×18/24×24

フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー ミニ フ ロ ッ ピ ー

40万B 200頁(40字 ×40行) 256KB 100頁 10万 字 10万 字 ×2
メ モ リ ー 容 量

' 変換辞書 変換辞書,1MB×1 (40字 ×40行)

15,000語 最大8万 語,60頁(A4)

出 力 方 式 イ ンパ ク ト ド ッ ト ・イ ン パ ク ト PPCサ ー マ ル ド ッ ト ・イ ン パ ク ト 静電複写 フ ラ イ ン グ ・ド ラ ム ・

(静 電)

.

/

イ ンパ ク ト

ド ッ ト 構 成 24×24 24×24 24×24 NS101K MS102K

印 字 サ イ ズ 12P 3.9×3.5mm,倍 角 3.5×3.5 3.7×3.7 3.5×3.5㎜ 4×4mm 9P 10P

(約11P) mm ㎜ (約12P)

印 字 速 度 1975字/分 35字/秒 15秒/枚 15字/秒 25字/秒 84字/秒 10字/秒 8字/秒

40字/行 90字/行 133秒/枚 52字/行 40字/行 64字/行 60字/行

用紙(規 格,紙 質) .266.7mm 101.4～381m/m A4,B4 10イ ンチ 幅 A4 224mm 256mm

B4長,和 紙 A4,B4

複 写 枚 数 5枚 5枚 3枚 ' 3枚 3枚

標 準 買 取 価 格 一 340万 円 720万 円 一 一 480万 円

データ伝送可 製造中止 製造中止
備 考 55年5月

(デ ータ伝送機能発売時期 等)
下位機種JW-5

260万 円,56年1月

英文WPも 同時発売
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日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ仕 様 ②

型 式
書 院 レ タ コ ン NWP-20シ リー ズ

OASYS-100 レ ター メ イ ト80 パ ナ ワ ー ド1000
WD-3000 PW-802 文 豪

シ ャ ー プ
メ ー カ ー

システ ム プロダク ト
ぺ ん て る 日 本 電 気 富 士 通 沖 電 気 松下通信工業

入 力 方 式 ペ ン タ ッチ ペ ン タ ッチ ペ ン タ ッチ(い ろは, かな漢字変換(親 指シ ペ ンタッチ,表 示 選 択 ペ ンタ ッチ,50音 配 列

文 字 数 50音 配列 50音 配列 50音,小 型和 文 タ イ フ ト,JIS,50音 配 (50音 配 列)(JIS 6,802字

コ ー ド ,3,644字 3,200字,JIS プ配 列)3,300字 列)漢 字6,802 配 列)3,320字 JIS

デ ィ ス プ レ イ 12イ ンチ 12イ ン チmm 14イ ン チ 14イ ンチ 12イ ンチ(ズ ー ミング可)

ド ッ ト 構 成 24×24 24×24 24×24 16×16 一 24×24

32字 ×12行

文 字 数 41宇 ×10行 42字 ×161行 40字 ×25行 48字 ×32行 o 82字/行

ミ ニ フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー

メ モ リ ー 容 量
29,000字 ×2 216頁(A4) 1MB×2～4

(A4:300頁)

80頁/枚 ×2

変換辞書:一 般6万 語
固有名詞2万 語

50頁/枚x2 400頁/枚 ×2

(1,000字/頁)A4

ユ ーザ ー用2万 語

出 力 方 式 イ ン ク ジ ェ ッ ト ド ッ ト イ ン パ ク ト 電子写真 ド ッ ト ・ ド ッ ト ・イ ン パ ク ト ド ッ ト ・イ ン パ ク ト イ ン ク ジ ェ ッ ト

(レ ーザ) インパ ク ト 2段 印字

ド ッ ト 構 成 24×24 24×24 32×32 24×24 24×24 16×16 24×24 24×24

印 字 サ イ ズ 1α5,12P 4×4mm 9712P
,,

1α5P, 35×3.5 3.5×3.5mm 大37×3.7mm1α5P
,

各2倍 大 2倍 大 皿m 小3.2x3.2mm,12P

印 字 速 度 74字/秒 40字/秒 9枚/分 60行/分 40字i/秒 25字/秒 74字/秒

79字/行 90字/行 (A4) 90字ン行 同 左 80字/行 76字/行

(860行/分)

用紙(規 格,紙 質) A4,B5,B4 A4和 紙 A4-5 最大幅 B4 B4-5,A4 B4-5,A4

最大幅364㎜ 和紙 B4-5 15イ ンチ 最 大幅16イ ンチ,和紙可 最 大364mm

複 写 枚 数 連続印字99枚 まで 連続印字5枚 一 3枚 5枚 3枚

標 準 買 取 価 格 295万 円 265万 円 140～498万 円 320万 円 ～ 270万 円～ 185万 円 350万 円

備 考

(デ ータ伝送機能発売時期 等)

54年9月

WD3050(プ リ ンタ

な し)185万 円,56

年5月

55年5月

PW-801(185万 円)

を母 体

デー タ 伝 送 可,

55年5月

シ リー ズ21～24N

24N-WS(8台)

デ ー タ 伝 送可,

55年5月

100J,159万 円,

56年8月

55年5月 55年10月

「学校向WP」 は

既発売
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日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ仕 様(3)

型 式 キ ャ ノ ワー ド65

マ
RIPORT600 M8510 BW-20 文 作 WANGOIS

メ ・一 カ ー キ ャ ノ ン リ コ ー 三 菱 電 機 日立製作所 日本デジタル研究所 伊 藤 忠 デ ー タ シ ステ ム

入 力 方 式

文 字 数

コ ー ド

・一 マ字,カ ナ漢 字
4

変換(JIS配 列)

6,349字

2ス ト ロ ー ク

記 憶 コ ー ド

2,304字(最 大5,000字)

か な 漢 字 変換

3,800字

JIS

ペンタッチ

かな漢字変換/記 億

コード表示,音 声出力

親指シフト,50音 配列

ペ ンタ ッチ,50音 順

項 目入力(勘 定 科 目

等)テ ンキ ー付

ペ ン タ ッチ,三 角 編 号

法,50音,コ ー ド,テ

キ ー付

JIS 6,$02字 3,456字(JIS第1他) 6,802字

デ ィ ス プ レ イ
『

12イ ン チ 14イ ン チ 14イ ンチ 12イ シ チ 12イ ンチ 12イ ンチ

ド ッ ト 構 成 24×24 24×24 24×24 24×24 24×24 24×24

文 字 数 46字 ×16行 40字/行 41字 ×25行 46字 ×11行息. 40字 ×17行 40字 ×12行

フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー ミニ フ ロ ッ ピ ー フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク

メ モ リ ー 容 量
辞 書15,000語

(拡 張39ρ00語)

400頁 ×2(A4) 辞 書15,000～20,000語

150頁/枚 ×2
、 、

80頁(A4) 演算機能(縦 横合計)

1MB×2

(350～400頁/枚

34,000頁

110頁/枚 ×2(A4) 1MB,(A4) A4,B5)

出 力 方 式 熱転写 乾式静電 ワイヤドット ド ッ ト ・ イ ン パ ク ト イ ン ク ジ ェ ッ ト・ ド'ッ ト:イ ン パ ク ト ド ッ ト ・イ ン パ ク ト

ワ イ ヤ ド ッ ト ・ 罫線,ア ミ(各2種)

ド ッ ト 構 成 24×24
32×32
ゴ ジ ック

体 あ り

24×22

同 左

24×24
イ ンパ ク ト

電 子 写 真(レ ー ザ)

,

出力可 24×24

印 字 サ イ ズ 10P,12P,倍 角 3.9×38
「
4×3.5・ 3.5×35mm,倍 角 11P,倍 角 35×3.5㎜,倍 角

㎜ ㎜

印 字 速 度 15字/秒 84字/秒 35宇/秒 60字/秒 35字/秒 60字/秒,35字/秒 35字/秒

40字/行 80字/行 41字/行 80字/行 91字/行 90字/行

用紙(規 格 紙質) A3短 A4 A4, B4長 耳5,A4 B4長
・

B5-4 感光紙i,和 紙

複 写 枚 数 2枚(感 光紙)

99枚(リ プ リン ト)

標 準 買 取 価 格 260万 円 448・万 円
、

293万 円 』』250万 円 198万 円] 1,000万 円 ～ ←

音 響 カ ップ ラーに よ 56年5月 データ伝送可 音声合成による読上げ エ ラー の 場 合 チ ャ イ データ伝送可
備 考

(データ伝送機能発売時期 等)

る交信可,

55年10月

シ リーズ410,420

(ペ ンタ ッチ)270万

円 ～

55年10月 校正機能,ル ビ機能付

データ伝送可

56年4月

ム,画 面 点 滅 で 警 告,

56年4月,JDL

208を 母 体

56年5月
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日本 ワー ドプ ロ セ ッサ仕様(4)

型 式
WP-1

(ワ ー プ ロ ワ ン)
UW-10

ア ップル 日本 語 テキ ス

トプ ロ セ ッサ ー
モデ ル3100 Wordix PROWORD

メ ー カ ー カ シ オ 日本 ユ ニ パ ッ ク 東 レ 東 京 重 機 横 河 電 機 ブ ラザ ー工 業

入 力 方 式

文 字 数

コ ー ド

ペ ンタ ッチ,か な漢

字 変換,頁 式 タ ブ レ

ッ ト

6,802字

か な 漢 字 変 換

50音 配 列,JIS

6,800字

・一 マ 字,か な漢 字 変

換

1,945字

ペ ン タ ッチ

50音 配 列

3,644字

ス トロー ク

50音 配 列

7,212字

(盤 面2,662字)

ス トロー ク

50音 配 列

7,212字

(盤 面2,662字)

デ ィ ス プ レ イ

ド ッ ト 構 成

文 字 数

12イ ンチ

24×24

40字 ×25行

14イ ンチ

24×24

41字 ×25行

12イ ンチ

24×24

41字 ×10行

12イ ンチ

40字 ×9行

12イ ン チ

40字 ×9行

メ モ リ ー 容 量

フ ロ ッ ピー

1MB×2

250頁(A4)×2

フ ロ ッ ピー

1MB×2

150頁(A4)×2

ミニ フ ロ ッ ピ ー

×2

ミニ フ ロ ッ ピ　

30頁(A4)×2

ミニ フロ ッ ピ ー

100頁(A4)×2

ミニ フ ロ ッ ピー

100頁(A4)×2

出 力 方 式

ド ッ ト 構 成

印 字 サ イ ズ

印 字 速 度

用紙(規 格,紙 質)

複 写 枚 数

ドッ ト ・イ ンパ ク ト

24×24

3.53mm

80字/秒

90字/行

A4

ドッ ト ・イ ンパ ク ト

24×24

3.5×3.5mm

60字/秒

90字/行

B4長

ドッ トイ ンパ ク ト

24×24

3.9×3.9㎜

35宇/秒

84字/行

イ ン ク ジ ェ ッ ト

24×24

1α5Por12P

74字/秒

79宇/行

B4長

熱転 写

24×24

1α5P・r12P,半

・倍 角

15字/秒

B4長

熱 転写

24×24

10.5P,12P,半 ・

倍 角

15字/秒

B4長

標 準 買 取 価 格 295万 円 293万 円 295万 円 235万 円 235万 円

備 考

(データ伝送機能発売時期 等)

56年4月 データ伝送可

55年10月

54年9月 56年6月

自 動 活字 タ イ プ ラ イ

タ,イ ンパ ク トプ リ

ンタ 併 用 可

入 力専 用M1000,

自 動活 字 タ イ プ ラ イ タ

AT-1併 用 可

56年8月 末現在
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資 料2,各 社OA戦 略(56.7.'30電 波新 聞他 よ り要約)

コ

ン

セ

プ

ト

対

応

富 士 通

OA機 器 の総合 的な販売推進 を図 る。

オ フ コ ン ・WPの 販 売 強 化 の た め の ネ ットワ ー ク作 り と

フ ァク シ ミリの 拡 大
o

ソ ラ トウ ェアの 整 理,統 合 に よ る ライ ブ ラ リの蓄 積 。

日 本 電 気

コ ン ビ'ユ ー タ と コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン(C&C)の 結 合 ,

層

融 合 に よ り オ フ ィス シ ス テ ム の 実 現 を 図 る 。

各 種 機 器 の 機 能 の イ ンテ リ ジ ェン ト化,シ ス テム 化,統

合 化 を ビジ ネ ス ニ ー ズ を中 心 と して推 進 す る。

コンヒ。ユr歩 －

CPU

グラフ ィック

ァ ィスフ レイ

ポータブル

献

㌣

一__ヒご∠デユ端末

)階段1第(ムテス

ー

シ

ヒ
ク

.

ツ
ス
ロ
イ

ス

フ
デ

イ

/

フオC&C
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ト

対

応

東 京 芝 浦 電 気

OAは す でに第3段 階に入 った。開発 では総合研究所 を

中心に特別 グル ープを編成 して推 進,販 売推進 では展示

会等 によ りユ ーザ ーへの浸透 を回 る。

漢 字 オ フ コ ン,PPC,フ ァ ク シ ミ リ,WPの 機 能 化,

家電 ル ー トな ど グル ープ 内連 携 に よ る販 売 強 化,拡 大 。

フ ァク シ ミり同報 装 置

マルチ ワークス テー ション

オ フコ ン

A

B

C

D

光通信

オフ ィスオ ー ト
メー シ ョン シス テム

音 声 タ イ プ

OCR付 オ フ コ ン

ワー ドプ ロセ ッサ,

機 能 付 オフ コン

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ

画 像 情 報 フ ァイル装 置

フ ァクシ ミリ

オフコ ン ・ミニ コン ・端 末

OCR

普 通 紙 電 子 複写 機

Automoatedoffice(自 動 化 オ フ ィス)

Businessmachines(事 務 機)

CommunicationSystem(通 信 シス テム)

DataprocessingSystem(デ ータ処 理 シス テム)

オ フ ィ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン の 発 展

日 立 製 作 所

人 間 と機械 の接 点に関わ る様 々な機器 を提供 す る。

コ ミュニ ケ ー シ ョンの 能 率 を上 げ るた め に総 合 文換 網 の

整 備 が必 要 。 この 面 で 米 国 の 動 向 に 注 目。
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沖 電 気 工 業 三 菱 電 機

コ

ン

セ

プ

ト

通信機に強い企業の特質 を生 か しOAを 推進 。 OA推 進 の 機器 販 売 は現 実 的 に実 施 。将 来 は プ ロ ジ ェク

トで 展 開 も。

対

応

オ フ コン,WPが 当面 の 要 。研 究 部 門 に もOA専 任 者 を

配 し,プ ラ ンニ ング,開 発 を新 しい 視点 か ら推 進 。VL

SIの 開 発 を ベ ース に 当 面,複 合 交 換 機,FAX,オ フ

コン,パ ソ コ ンな ど顕 在 化 して い るニ ーズ を中 心 に対 応 。

オ フ コ ン,フ ァクシ ミリ,WP,漢 字 プ リンタ等 の製 品

群 の 強 化 。OA機 器 が単 体 ベ ース か ら複 合化 へ 移行 す る

場 合 は,製 作 所 間 の 連 携 強 化 。
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コ

ン

セ

プ

ト

「PRESTOオ フ ィ ス とCREATEヒ ュ ー マ ン 」 を基 準

に 「ニ ュ ー ビ ジ ネ ス 」 を 展 開,総 合 事 務 機 メ ー カ ーへ 。

'

オ フ ィス機 器 の点 か ら線 へ の結 合。 一 つ一 つ の機 器 シス

テ ム を ユ ーザ ーの 立 場 に 立 って デ ザ イ ン し,導 入 しや す

い コス トで 提供 。

対

応

フ ァ ク シ ミ リ,複 写 機,WP,オ フ コ ン な ど の 複 合 化 ネ

ッ ト、ワ ー ク化 。LSI,音 声 合 成,音 声 認 識,マ ン ・マ

シ ン ・イ ン タ ー フ ェ ー ス,伝 送 の5大 技 術 の 強 化 。 デ イ

ラ ー の 拡 充 に 注 力 。 -PRESTO'オ フ
ィ ス

オ フ コ ン の 漢 字 化,FAX,タ イ ピ ュ ー タ,専 用 オ フ コ

ン,パ ソ コ ン,バ イ キ ン グ シ ス テ ム,ECR,POSへ

注 力 。
.

'

＼ 意 味 目 的

P
Paper

(紙)
紙の節約や効率的な紙の利用技術の発達 しにオフィス

早
Reeord

(記 録)
デ ータベース化 され,集 中管理 され た効率 的な オ フィス

E Energy

(エ ネル ギ ー)
電子 化.自 動 化に よる省 エネ ルギー ・オ フ ィス

S
Spa¢e

(空 間)
通信によるオフィス空間の拡大 とオフ ィス ・ラン ドスケ ープ

T
Time

(時 間)
時間の有効利 用 が で きるオ フ ィス

0
Organization

(組 織)
マ ルチ ワー ク型 組織 に よるオ フ ィスの活性 化

'CREATE.ヒ
ュ ー マ ン

＼ 意 味 概 要

.

C
Comfortable

(快 適 な)
騒音や疲労が生じないで快適な仕事ができる

R
Reliable

(信 頼 でき る)
仕 事に 信頼が持 てる(ミ スがな い)

E
Ea8ily

(や さ し く)
やさしい操作感覚

A
Active

(積 極的な)
自分の仕 事の密度 を高 め るため に積極的1こ使い たい

T
Taste-

(特 色のある)
特色 のあ るシ ステム

E
Expert

(熟 練)
素 人で もすぐ熟練者になれる

'
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キ ヤ ノ ン リ コ ー

コ

ン

セ

プ

ト

人 間性 主 体 を設 計 理 念 と して"ビ ジネ ス ・キ ヤ ノ ン"を

推 進,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン,デ ー タ処 理,人 間 の思 考 補

助 の3分 野 で事 務 合 理 化 機 器 の体 系 化 を図 る。

人 間 と機械 の 調 和 を 前提 にOAを 推 進 。

分 子 情 報 の価 値

分 母 投 入 す る資 源(人,機 械)と して,分 子 の

値 を高 め る。 ワー ド,イ メ ー ジ処 理 中心 に機 器 を提 供す

る。

対

応

PPC,マ イ ク ロ フ ィル ム 関 連,フ ァ ク シ ミ リ,WP,

オ フ コ ン,電 卓,レ ー ザ ・ビ ー ム プ リ ン タ に 注 力,シ ス

テ ム 化,複 合 化 を 図 る 。

複 写 機 の イ ンテ リジ ェン ト化,シ ステ ム化,ソ フ トウ ェ

アの標 準 化(コ ピー シ ス テム を中心 に,費 用 対 効 果 を考

え な が ら ワー ド,イ メ ー ジ情 報 処 理 の領 域 で 事 務 作業 の

生 産 性 向上 に現 実 的 に取 組 む 。)
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対
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内 田 洋 行

OAの 具 体 化 は10年 先 。 ハ ー ドの コ ス ト,ソ フ トに 問 題

あ る た め 。OAの シ ス テ ム フ ュー チ ャ ー は トー タ ル シ ス

テ ム 。

コン ピ ュー タ シス テム と ワー ドプ ロセ シ ン グ機 能 の 有 機

的 結 合。 オ フ コ ンWP,音 声 認識 機 能 を付加 。 通信 コス

トの見 通 しは厳 しい 。

図は現行の事務機器と最近脚光を浴び始め

た新しい省力機器を体系的に表したもの。

ワ ー ド ・

プ ロ セ ッ サ ー
会計機 電子交換器

● ●

/
デ

.一 夕 .
.・ /

、

/

声

、、・ト

、

、

|

電 話

＼

!

口述機

π

タ イ プ ラ イ タ ー

テ レ ッ クス

'
・:

㊨

z文 章

●
.".'.'
..
・・

、.こ'

、1＼

画 像
F1

灘
、

フ ァクシ ミリ
ビ デ オ

テ レ フ ォ ン
複写機 映写機

松 下 電 送 機 器

通信 と処 理 の統 合 に よ るオ フ ィス ク リエ ー シ ョ ンの推 進

た だ し現 在 ま だ初 期 レベ ル。

第三 世 代 の フ ァクシ ミリ(OA時 代 に ふ さわ しい フ ァク

シ ミリ)の 商品 化 。 経 済 性,技 術,心 理 の三 点 特 に 人 間

の心 理 を重 視 した開 発 を推 進 。 認 識,合 成,統 合 通 信,

統 合 処 理,入 出 力 機 能 の 高度 化 を ポ イ ン トと して テ レ ッ

クス,オ フ コ ン,フ ァク シ ミ リの結 合,オ ール コンパ チ

ブ ル 化 。
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分類 検索

蓄積

機能統合化の過程と方向
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.一.財 、団 法 人.日 本 情日本情報処理 開発協 会
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東京都港 区芝公園3-5-8機 械振興会館内

電 話(03)434-8211(535)〒105

.この シンポジウムは,日 本 自転車振興会の競輪収益 の一部 である機械工業振興資金の補助 を受 けて実施す るものです。
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